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参考６　次世代ATMシステム整備スケジュール

(1)航空交通流管理（ATFM）に関する整備動向（米国）
(2)航空交通流管理（ATFM）に関する整備動向（欧州）
(参考)航空交通流管理（ATFM）に関する整備動向（日本）
(3)空域管理（ASM）に関する整備動向（米国）
(4)空域管理（ASM）に関する整備動向（欧州）
(参考)空域管理（ASM）に関する整備動向（日本）
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(1) 航空交通流管理(ATFM)に関する整備動向(米国)

1998 2000 2001 2002 2005 2010

＜ATFMシステム機能の強化＞

＜エアライン等との情報交換＞

日ベースのスケジュール情報交換

現行システムで可能な範囲での空
港関連運用ステータス情報交換

飛行計画情報の交換

現行システムで可能な範囲での運
用履歴データの交換

実時間の離陸スケジュール更新情報
等の交換

空域全体の運用ステータス情報交換

飛行計画情報の交換の強化

空域運用履歴データの本格的交換

到着交通や飛行計画更新の実時間表
示のための情報交換とオブジェクト
指向飛行データ交換への進展

悪天候等で空域容量が制限
される際に静的なデータを
交換して対話的にルート変
更を決める機能を実現する

動的なデータ交換によりルート変更を協
調的に決める機能を強化するとともに、
悪天候時に自動的に代替ルートを計画す
る機能を持たせる

エアラインとFAAとの間で飛行計画を随
時交換し、申請と承認を受けられるよう
にする

装備の可用性、特定用途空域の利用
可能性等を考慮した悪天候回避ルー
ト自動計画を可能とする

実時間空域利用性能指標の
算出、空域容量の超過とボ
トルネックの予測（初期機
能）、飛行計画変更のイン
パクト解析機能の開発等

各種機能の強化と、他用途へ
のデータ提供の実現等

空域の制約事項にユーザが従って
いるかをチェックする機能の開発、
飛行計画変更のインパクト解析機
能の強化等

2015

＜CDM(Collaborative Decision Making)の整備＞

出典：NAS Architecture Ver. 4.0
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(2) 航空交通流管理(ATFM)に関する整備動向(欧州)

航空交通流管理システムに混雑防止のための
遅延が少ない代替ルート提案機能を持たせる

1998 2000

ATMネットワーク、空港、エアラインオペレーションセンターをネット
接続し、飛行計画の協調的策定を可能にするプラットフォームを整備

2001 2002 2005 2010 2015

＜ATFMシステム機能の強化＞

空港、ATC、ATFMの情報を統合化し、
空港離発着流を最適化することにより、
空域容量をさらに高める機能の実現

動的な空域管理導入に対応した交通密
度計画機能の実現

＜CDM(Collaborative Decision Making)の整備＞

ATFMシステムのスロット割り当てアルゴリズムの
改善、実時間交通流の利用、レーダー情報の活用等
実時間処理機能の強化

出典：Air Traffic Management Strategy For 2000+
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(参考) 航空交通流管理(ATFM)に関する整備動向(日本)
2000 2002 2005 2010

協調的意志決定方式(国内CDM)＜ CDMの整備＞

フリーフライト・コンセプトへの
アプローチ

AIDC通信(韓国)＜洋上＞ AIDC通信(タイペイ、フィリピン）

CPDLC通信移管全面展開

コンフリクトプローブの本格運用

東京FIRと那覇FIRの統合

国内航空交通流管理 国際ATFMの本格運用

日米間洋上可変経路設定 トラックアドバイザリー初期的運用

DARPs(Dynamic Airborne Route Planning System)

CDM(Collaborative Decision Making)

AIDC(ATS Inter-facility Data Communication)

CPDLC(Controller Pilot Data Link Communication)

1998 2001 2015

＜ATFM強化等＞

日米間DARPs　
初期運用(飛行前)

DARPs本格運用
(飛行前/中)

＜フリーフライト＞
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(3) 空域管理に関する整備動向(米国)

2000 2001 2002 2005 2010 2015

SUA/ISEの整備

　　 SAMS(Special Use Airspace Management System)：特定用途空域の利用を管理するFAAのシステム

SUA/ISE(Special Use Airspace In-flight Service Enhancement )：特定用途空域の活動の情報を準リアルタイムで管制部等に伝達するシステム

MAMS(Military Airspace Management System)：軍の空域利用を管理するシステム

　　 The Falcon View Automation System：FAAと国防省の間で情報共有を行う自動化されたプラットフォーム

(注)  FAAホームページより作成

SAMSの整備 次期SAMSの整備

SAMS/MAMS

情報交換機能の強化

The Falcon View 
Automation Systemの整備
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(4) 空域管理に関する整備動向(欧州)

欧州各国において、使われてい
ない空域の動的な解放を実施

1998 2000 2001 2002 2005 2010 2015

RNAVルートへの継続的かつ全面的な移行による飛行ルートの最適化の推進

＜飛行ルート構造の最適化＞

混雑空港のターミナル管
制空域を再構成し、離着
陸経路を最適化する

高々度空域にフリーフライトを導入 フリーフライトの適用空域を拡大

＜フリーフライト＞

欧州全域で軍民協力による空域
利用計画策定を実現

＜空域構成及び管理＞

国レベルで軍民協力による空域
利用計画策定を実現

航空交通需要に基づき、実時間で、
国の境界に制約されない動的な空
域割り当てを行う

出典：Air Traffic Management Strategy For 2000+
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(参考) 空域管理に関する整備動向(日本)

1998 2000 2001 2002 2005 2010 2015

日米間DARPs初期運用(飛行前)＜フリーフライト＞

自衛隊訓練空域の一元調整

DARPs本格運用(飛行前/中)

協調的意志決定方式
(国内CDM)

＜ CDM(Collaborative Decision Making)の整備＞

協調的意志決定方式
(国際CDM)

協調的意志決定方式
(機上CDM)

民間訓練試験空域の一元管理＜空域管理及び調整＞

DARPs(Dynamic Airborne Route Planning System)
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参考７　米国のフリーフライト実用化

米国では、フリーフライトの実用化が着実に進んでおり、フェーズ１計画が2002年に完了する。この後を受けて、
フェーズ２計画が2005年までの予定で進められる予定であり、さらなる航空機運航の効率化が実現する見込みである。

SMA(Surface Movement Advisor)：地上施設利用効率化のための新しい統合化情報提供の仕組み

D2(Direct-To)：到着時間を1分以上短縮して燃料節約が可能な直線的経路を動的に採用していくことを支援するシステム

URET(User Request Evaluation Tool)：飛行計画変更要求に対して、20分先までのコンフリクトを探索し、航空路管制官の意志決定
　を支援するツール

CTAS en route(TMA:Traffic Management Advisor)：空港到着順序及び到着時刻を算出して、航空路管制官を支援するシステム

E/DA(En Route Descent Advisor)：コンフリクトが無く燃料消費が少ない降下を航空路管制官にアドバイスするシステム

CTAS Terminal(Center-TRACON Automation System Terminal)：ファイナルアプローチにおいて、風の影響等も考慮しつつ、正
　確な飛行間隔を確保できるように、滑走路割当て及び着陸順序を算出し、ターミナル管制官にアドバイスするシステム

CDM(Collaborative Decision Making)：パイロット、管制官、交通流管理者、飛行計画作成者が、各々の意志決定を高度化するため
　に、情報の共有を積極的に進める考え方

E/DA※ CTAS Terminal

D2※出典：10th FAA General Aviation 
Forecast ConferenceにおけるFAA発表
資料（4/15/2002）より作成

※フェーズ２計画において実用化をめざすもの

空港面

離
陸

巡航 戦略的管制間隔 降
下

　進入

最
終

着陸
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航空機間の管制間隔欠如検出

航空機と制限空域の管制間隔欠如検出

パイロットまたは管制官の飛行計画変更要求の評価
　ルートまたは高度の変更
　速度の変更

調整経路の作成

出典：FAA/Eurocontrol Technical Interchange Meeting資料、FAA WARP資料より作成

Aircraft List - Sorted by: Initial Posting Criteria

Flight ID Alt. RouteR Y A TAS
782
406

640
567

001

664
754

COA1737 (83)
NWA531

N425JL
N953F(26)

N40WG

TWA338 (83)
DAL342(88)

270
290

330
390T230

260

330
290

B737/A
B727/A

LR25/R
C560/R

AC69/R

DC9/A
MD88/R

MDW./.DNV..VHP..FLM..GZG.BROO K
DTW.VWV.MAYZE.ROD.J43.VXV.MA

CHI.GQO013041.LCK
FGX..IIU..SUS/2157

CRG./.GHATS060055..FLM..I95

STL./.DACOS..AZO..BKW.J42.MOL.T
TOL.FDY288003.ROD.J43.VXV .MAC

Callsign or CID: I

1

1

1

1 2 1

2

430
470

440
400

290

450
440

406 NWA531 (83)

Conv. Speed... Restrictions... Keep Ack. Delete Show Plans Sort...

1

Graphic Plan Display - Current Time

0 25

Future Time
0

Recenter Zoom In Zoom Out Suppress Map Options... Clean Up Exit

ABB

BWG

BPO

HYK

LOZ

IIU

AZQ

CDX

NWA531.T1

*

*AAL416 
310C 
ORD 470

Graphic... Plan Options... Plans Show

COA1737 
270C 
GSO 400

1 1+

AAL1265 
350C 
ORD 400

1+ 1+ 1+

TWA338 
330C 
ORF 440

2+

DAL1167 
330C 
ATL 470

1+

N40WG 
260C 
I95 290

1+

FL330

NWA531 
290C 
ATL 480

NWA531
N953F 
390   105 
SUS 200 
T230

 330

N425JL 
330C 
LCK 440

1 2 1

管制間隔欠如
検出

WARP(Weather and Radar Processor)

【提供する機能】

管制官の支援

飛行計画

気象データ

2002年までに７つの
管制部に整備予定

(1) 航空路における20分先までのコンフリクト自動検知によるニアミスの防止（米国）

URET CCLD(User Request Evaluation Tool 
Core Capability Limited Deployment）

飛行計画処理システム
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(2) 航空路、ターミナル、及び空港面における支援ツール

　米国のフリーフライト計画では、航空路からファイナルアプローチに至る飛行経路において、空域及び滑走路をより
効率的に活用し、遅延の低減等を実現するため、航空路管制官及びターミナル管制官の意志決定を支援するツールの実
用化と展開を進めている。

降下計画領域

ファイナル
アプローチ
計画領域

E/DA(En Route Descent Advisor)は、
コンフリクトのない燃料消費の少ない降下
をアドバイスする（フェーズ2で運用試験）

CTAS Terminal(Center-TRACON 
Automation System Terminal)は、ファ
イナルアプローチにおいて、風の影響等も
考慮しつつ、正確な飛行間隔を確保できる
ように、滑走路割当て及び着陸順序を算出
し、ターミナル管制官にアドバイスする　
（5空港に装備、着陸スループットを最適
化し、遅延低減と燃料節約に貢献）

CTAS en routeは、着陸順
序割り当てと到着時刻を更新

CTAS en route(Center-TRACON 
Automation System En Route)は、
空港への着陸順序割り当てと到着時刻
の計画を自動的に作成してアドバイス
し、航空路管制官の意志決定を支援す
る（7管制部に装備し、到着遅延を減
ずるとともに、航空路管制官の負荷を
軽減）

SMA(Surface Movement Advisor)
情報の集約と共有による空港面オペ
レーションの効率化の実現（6空港に
装備）

エアライン　
スケジュール

ゲート
情報

レーダー
情報

飛行
計画

集約

ランプオペ
レータ

ランプオペ
レータ 空港管理者

空港管理者
エアライン

エアライン
管制官

管制官

出典：NASA Aviation System Capacity Program資料より作成
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(3) CDM(Collaborative Decision Making)

フリーフライト実用化の一環として、ATCサービス提供者、航空交通流管理者、パイロット、飛行計画者が積極的に情
報共有を行って、意志決定プロセスを協調的に行う仕組みの導入が進んでいる。

協調的なパートナーシップの確立による利用者の「自由度」の向上

・需要増に対応した空域容量への協調的対応

・悪天候等による航空交通流の減少等に協調的に対応

・広範囲に渡る空域運用情報を実時間共有するインフラ整備

協調的なパートナーシップの確立による利用者の「自由度」の向上

・需要増に対応した空域容量への協調的対応

・悪天候等による航空交通流の減少等に協調的に対応

・広範囲に渡る空域運用情報を実時間共有するインフラ整備

フルコント
ロール

最適なルート
自由度の高い
操縦

ATCサービス提供者

制限された
交通流

最適なスケジュール
最適なルート

航空交通流管理者

既定の経路・
高度

最適なルート
自由度の高い
操縦

パイロット

要求されたルート　　　
コントロールされた出発

最適なルート　　　
最適なスケジュール

飛行計画者

F/W

F/WF/W

情報共有DB

通信インフラ

F/W

あらゆる組み合わせで

協調的に意志決定を行う
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参考８　米国のTRSA(Terminal Radar Service Area)

　米国では、1980年からTRSAを設置し、VFR機とIFR機が共存・共生する空域の安全性の向上を図ってきている。
TRSAでは、VFR機のパイロットに対して、交通情報の提供、限定されたベクタリング指示、着陸順序の指示を行うほ
か、IFR機や他のVFR機とのセパレーションを行うサービスを提供している。
　現在、中程度に混雑した空港において、全米で100を超えるTRSAが設定されている。

VFR機に提供される基本的なレーダー
サービス

・安全警告

・交通アドバイザリー

・パイロット要求時の限定されたベ
　クタリング指示

・着陸順序の指示

TRSA独自サービス（フェアバンクスの例）：

ボランティアベースで参加したVFR機に対し
て、以下の何れかの方法で、他のIFR機や
VFR機とのセパレーションを確保する。

①500フィート垂直セパレーション

②ビジュアルセパレーション

アラスカフェアバンクス国際空港のTRSAの例

出典：FAAアラスカのホームページより引用
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参考９　全天候型のヘリコプター運用
　メキシコ湾や北海では、油田と地上との往復にヘリコプターが頻繁に利用されているが、悪天候時の安全性向上やレーダー覆域外の飛行
を実現するため、衛星を用いた先進的な航法システムが運用されている。メキシコ湾では、GPSの高精度な航法能力を生かし、湾上に碁
盤目状に定義されたグリットを結ぶ形で柔軟なIFRルート設定を可能とする。ノルウェーでは、衛星データリンクによるADSにより、レー
ダー覆域外の北海上のヘリコプターの運航状況を常時ATC機関が監視することが可能となる。

メキシコ湾のGPS-Grid Airspace ノルウェーのヘリコプターADS

LLA

LC          CC          RC LC          CC          RC LC          CC          RC

LD           CD          RD LD           CD          RD LD           CD          RD

LE            CE           RE LE            CE           RE LE            CE           RE

LF            CF           RF

LG            CG           RG

LH           CH           RH LH           CH           RH

LF            CF           RF LF            CF           RF

LG            CG           RG LG            CG           RG

LH           CH           RH LH           CH           RH

LCH

TBD

HRV

LG            CG           RG

LF            CF           RF

LE            CE           RE

LD           CD          RD

LC          CC          RC

N567
214/R
110

RADIALS      P0110

274320/912013..TBDLE..LLACC..
LLA020

ARA

Gulf of Mexico Helicopter 
Grid Reference System

AIR TRAFFIC

GROUND
EARTH 

1.5/1.6 GHz
4/6 GHz

位置、高度、速度、
風速、温度、予測ルート
をダウンリンク

INMARSAT
SATELLIT

GPS
SATELLITE

出展：Kongsberg資料出展：ヘリコプターIFR委員会資料より作成
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